
                                                                                                                                        

令和 ５ 年度 獨協埼玉高等学校 自 己 評 価  シート 
                                                                                                                     
 

  目指す学校像 
多様かつハイレベルな進路目標をめざす集団作りと併せ、豊かな環境のもと、自ら考

え、判断し行動できる若者を育てる。 
   

達 

 

成 

 

度 

Ａ   ほぼ達成  （８割以上） 

 

 

 Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

  重 点 目 標 

１． 能動的学習をなおいっそう取り入れ、自ら考え判断できる若者を育てる。 

２． 多様な進路目標の実現に向けて努力する。 

３． 登下校時の安全とマナーの向上を図る。 

４． 学校生活の安全性と快適性を向上させるため、安心・安全な学校作りを進める。 

 
  

Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

Ｄ   不 十 分  （４割未満） 

 
 
 

学    校    自    己    評    価   学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （3月31日 現在  ）  実施日 令和６年４月５日 

日 番号  現状と課題  評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 
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○ 自ら考え判断し行動

できる若者を育てる

ために、積極的に学

ぶ姿勢を促し、自ら

考え・表現する活動

の機会の保障を十

分に行う必要があ

る。 

○ 授業の質の向上をはか

り、生徒の興味・関心を

育む。 

○ 能動的・主体的に学び

表現する態度を育て

る。 

○ 授業の改善を目指して授業ア

ンケートを実施する。 

○ 発表の機会を積極的に取り入

れる。 

○ 獨協コースの活動を学校内外

に効果的に広報する。 

○ 授業アンケートを実施したか。 

○ 能動的学習につながるような授業

実践を引き続き探求したか。 

○ 発表の機会を積極的に取り入れた

か。 

○ 獨協コースの広報活動を積極的に

行ったか。 

○ 授業アンケートを１学期に実施し、授業

の改善に向けて活用した。 

○ 総合的な探究の時間だけではなく、各

教科においても、生徒が主体的に学ん

だり、発表したりする授業が増えている。 

○ 獨協コース卒業論文集を学校内外に配

布、３学期に論文発表会を校内で実施

した。 

B 

 

B 

 

B 

 

○ 授業アンケートだけではなく、教員同士の授業

見学や外部での研修に積極的に参加するな

ど、さらに改善をしていくための努力を継続する

必要がある。 

○ 探究的な活動実践を教員間で共有することで、

さらに主体的に学び表現する授業展開を増やし

ていく。また、体験型プログラムをさまざまな分野

で行うことで、生徒が主体的に学ぶ環境づくりを

進めていく。 

○ 獨協コースでの学びを、学校内外に広報するた

めに、HP 等をさらに活用していく。 

○ 自ら学ぼうとする生徒と、
まだまだ危機感に乏しい
生徒との落差が大きく、学
びの意義を継続的に促し
て、格差を埋めていただき
たい。 

 

○ 先生方には、生徒が興味・
関心を持って、学習できる
ような様々な工夫をして
いただいていることには
感謝している。 

 

 

○ 新規の放課後自習教室の、
積極的かつ効果的な運用
を期待している。 
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○ より質の高い学習と自

発的かつ継続的学習

を促す授業展開及び

環境整備を推し進め

る必要がある。 

○ 生徒の進学要求に応

える必要がある。 

○ 教員の上級学校情報

の共有化を目指す必

要がある。 

○ 自発的な学習を促す。 

かつ継続的学習につな

がる指導と工夫を行う。 

○ 学習習慣の更なる確立

を目指す。 

○ 英語 4 技能向上への充

実を図る。 

○ 講習等の充実を図る。 

○ ICTを活用した教育実践

を積極的に行う。 

○ 自習室の活用の機会の保証を図る。 

○ 学習者主体の能動的学習を適切に

授業に取り入れる工夫をする。 

○ ICT 機器を積極的に活用し、主体

的・協働的な学びの場や探究活動に

つながる深い学び等の指導と工夫を

行う。 

○ 難関大学の入試に対応した授業や

講習を積極的に行う。 

○ 他大学入試情報等情報共有の場を

設ける。 

○ 自習室を積極的に開放したか。自習

スペースを拡大充実させたか。 

○ ICTを積極的に活用したか。 

○ 主体的・協働的学びにつながる工夫

と環境整備に対処したか。 

○ 難関大学の入試に対応した授業や講

習および発展的学習の機会の提供を

行ったか。 

○ 日常から、自習室を３年生、自習スペー

スを他学年の生徒が、朝・放課後まで活

用することが増えた。 

○ Chromebookを1人１台所持し、諸連絡

の伝達、授業で ICT を活用した活動が

積極的に行われた。 

○ １年生を対象に併設校である獨協大学

を訪問する機会をつくったことで、大学

進学に対する意識が高まった。 

○ 難関上位大学と中堅大学等のグレード

別対策講習を、長期休暇を中心に実

施した。 

A 

 

B 

 

A 

 

A 

 

 

 

 

○ 自習室・自習スペースに加え、SLC を開設する

ことで、さらに自学自習の習慣を身につけさけ

ていきたい。 

○ ICT 活用の研修や実践例の紹介を行い、全教

員が ICTを活用できる体制を整えるだけではな

く、水準を高めていく必要がある。 

○ 進学に対する意識をさらに向上させていくため

に、オープンキャンパスや模擬授業等の紹介

だけではなく、面談等を通じて声がけを続けて

いきたい。 

○ 多様化する入試に対応できるように、内容別・

グレード別の講習を複数開講するとともに、講

習等の時間割にも配慮し、積極的に講習に参

加できる環境を整える。 
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○ 登下校時の安全とマ

ナーの向上を図る必

要がある。 

○ 登下校時の安全とマナ

ーの向上を図る。 

○ 他者に配慮した行動が

とれるよう、道徳心を育

む。 

○ バスの乗車指導を継続する。 

○ 試験期間中の通学路での下校

指導を継続する。 

○ バスや電車内等、公共の場での

マナー向上に努める。 

○ 乗車指導、学校周辺での登下校指導

を継続したか。試験中の通学路での

下校指導を継続したか。 

○ バスや電車内のマナーにかかわる苦

情はなくなったか。 

○ 外部人材を活用し、登校時のバス整列

乗車指導を行った。 

○ 通学路での下校指導を継続的に行っ

た。 

○ バスや電車内、登下校に関するマナー

については、苦情は減少傾向にあるが、

継続して指導を行う状況にある。 

B 

A 

 

B 

 

 

○ 通学路での下校指導、通学時のマナーについ

て、担任・学年を中心に継続的な指導に努め

る必要がある。 

○ 登下校だけではなく、公共の場でのマナーと

はどのようなものなのかを考えさせるとと

もに、行動につなげていく指導が必要であ

る。 

 

○ 登下校のマナーについて

は、まだまだ課題が多い状

況であろうが、良い見本と

もなれるよう自覚を促し

ていきながら、繰り返しの

ご指導をお願いしたい。 

 

○ 災害や不審者などの緊急

時に備える指導は、時節に

あったもので効果的に行

ってほしい。特に最近の状

況踏まえて、地震に対する

対策は急務である。 
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○ 生徒が安全に生活で

きるような環境作り

を継続して推進する

必要がある。 

○ 新型コロナ感染防止

対策の徹底を図るこ

とが求められる。 

○ 三密を避けた学校生

活の徹底が求められ

る。 

○ 大地震に備えた態勢づ

くりを図る。 

○ AED 講習を行う。 

○ 携帯マナー教室を行う。 

○ 不審者侵入対応マニュ

アルを整備する。 

○ 休日の校内活動におけ

る来校者の把握に努め

る。 

○ 安心して学校生活が送

れるよう、感染防止対策

等を十分に行う。 

○ 学事課の方針に則った

授業・課外活動を行う。 

○ 地震発生に備え、食糧備蓄を維

持する。また、避難訓練を実施

する。 

○ AED 講習会を開催する。 

○ 携帯マナー教室を実施し、SNS

などの安心・安全な利用法を理

解させる。 

○ 不審者侵入に備えた態勢を確

立する。 

○ マスクの着用、手指消毒の徹底

を促す。 

○ 三密を避ける等感染防止を徹

底した授業の工夫を図る。 

○ 3 日分の食料・飲料水の備蓄を維持

したか。 

○ 避難訓練を実施したか。 

○ AED 講習会を開催したか。 

○ 新入生を対象に携帯マナー教室を実

施したか。 

○ 不審者対応マニュアルを周知した

か。 

○ 休日の来校者把握に努めたか。 

○ マスク着用・手指消毒の徹底・日々

の検温等の健康観察は徹底できた

か。 

○ 換気・三密の回避等感染防止対策が

なされた授業展開を行ったか。 

○ 備蓄を継続するとともに、備蓄品の見直

しも進めながら、入れ替えを行った。 

○ 全校での避難訓練を実施し、生徒だけ

ではなく、教員の防災意識の向上に努

めた。 

○ 10 月に 2 年生対象の AED 講習会を実

施した。また、非常勤講師を含めた全教

員対象に講習会を実施した。 

○ 新入生オリエンテーションとして、携帯マ

ナー教室を実施した。 

○ 不審者対応マニュアルに基づき、来校

者を把握した。 

○ 換気・消毒液の入れ替えなどを継続して

いる。 

A 

A 

 

A 

 

A 

A 

A 

 

 

 

○ 備蓄を継続するとともに、さらに生徒を安全

に避難させるために必要な備品を揃える。ま

た、避難訓練だけではなく、学校外での行動

についても、防災意識を高める必要がある。 

○ 携帯マナー教室を実践するとともに、情報モ

ラル教育を継続して行う必要がある。また、

保護者に対しても理解・協力を求める働きか

けを積極的に行っていく必要がある。 



 


